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１ 総評 

（１）本校の今年度の重点目標とその取組状況について 

・ 保護者とアンケートにおいて，前年度と比較して5ポイント以上悪化したのが4項目あったが，

5ポイント以上改善されたのが10項目あり，このことは教職員が高い問題意識を持って取り組

んだ成果と考えられる。 

・ 依然としてコロナ渦が続いている中で，学習や学校行事に教職員の皆様が，大変な努力で活

動されていてすばらしい。また，保護者や地域の方々も学校に行きやすくなっている。 

 

（２）成果について 

・ いじめ問題について，担任だけではなく多くの先生方が関わって解決に向け対応する体制が

構築されている。 

・ コロナ対策を確実に実行していると同時に，学校行事の取組に力を入れていることは，大変

良いと思う。その中でも「学習発表会」のときに，1～6年生の全員が参加して，各々の演技

を披露されたことは大変良かった。先生と児童のチームプレイ，チームワークがすばらしか

った。 

 

（３）課題や改善を要する事項について 

・ 保護者アンケートの回収率が33.5%まで落ち込んでしまった。これ以上回収率が低下すると，

アンケートとしての役目を果たさなくなるので，回収率向上に向けての対策を講ずる必要が

ある。 

・ 感染予防対策のため，保護者の来校が少なくなっていると聞いている。何かしらの工夫が必

要と思う。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 各領域等の評価 
 

領域 評 価 の 観 点 評価 意 見 ・ 改 善 案 等 

学 

校 

運 

営 

１ 開かれた学校づくり A ・ コロナの感染対策を図りつつ，地域，保護者の方々

に公平性を失わず，開かれた学校づくりに尽力され

たことに敬意を表する。 

・ 地震被害部分の修繕が完了し，鉄棒などが使用可能

になったことは，児童の体力向上にもつながると期

待している。まだ一部の放送機器の修繕や西トイレ

の補修が済んでいないようなので，早期完了を目指

し取り組んでもらいたい。 

・ ミシン等の教具については，業者の協力を得て使用

できる物とできない物との選別が必要。ミシンの数

を増やしてはどうか。 

・ 教職員の努力の結果，特色ある教育活動等を中心に，

各運営達成できた。今後も努力と誠実な進め方を期

待する。 

２ 魅力ある学校 B 

３ 施設・設備 B 

４ 安全管理 A 

５ 教職員の資質の向上 B 

６ 特色ある教育活動等 A 

教 

育 

課 

程 

１ 確かな学力 B ・ タブレット端末使用による，教育のレベルアップが

すばらしい。 

・ 子供たちの体力不足が気になる。 

・ 寝過ごし等による遅刻については，学校での指導も

あるが，家庭との連携が大切。 

 

 

２ 豊かな心身 B 

３ 特別活動 B 

４ 生徒指導・教育相談 A 

５ 特色ある教育活動等 A 

課 

題 

教 

育 

１ 環境教育 B ・ 環境教育と健康教育には，特に注目している。今後

は，更なる努力を期待している。 

・ 1年生の児童がタブレット端末を使いこなしている

のを授業参観で見て驚嘆した。 

・ 地域の方々から，通学路の大切さについての指摘が

あった。安全については，家庭での取組も大切。 

・ 特別支援が必要とされるお子さんについては，保護

者と相談しながら進めている。 

・ 図書館を利用する児童が少なくなっているように思

う。また，調べる学習コンクールの参加が少なくな

っているので，もう少し力を入れてみてはどうか。 

２ 情報教育 A 

３ 特別支援教育 A 

４ 図書館教育 B 

５ 健康教育 A 

６ 特色ある教育活動等 B 

地域との連携について 

B 

・ 町内会の各行事に，積極的に協力してもらっている。 

・ ボランティアは教科により温度差を感じる。教科の

見直しの検討を提案する。全ボランティア終了後に

「感謝の会」的な会合を開き，意見交換の場を設け

ることも考えられる。 

・ 地域ボランティアの方々との連携が以前のようにで

きるようになってきた。公民館とのやり取りもスム

ーズ。 

いじめ問題への取り組み 

 

B 

・ いじめを皆無にする努力と協力を今後も進めてもら

いたい。 

・ 取り組みについて，学校側と保護者側の認識のずれ

が著しい。ブログ活用で学校側の取組姿勢を保護者

に周知することは，更に必要。 

・ いじめ防止に向けての先生方の取組意識は高いが，

そのことが保護者に十分に伝わっていないのが残

念。保護者への伝達手段になお一層の工夫が求めら

れる。 

 


